



































トが以前 よ りも状態が悪 くなって しま うこと
(Mick,C.。清水 。末武,2012)も指摘 されて





























して行 うクライエン トヘの応答の中で, クライ
エン トに対 してネガティブな影響を与える, もし
くは与える可能性のある応答」を気がかりな応答

































































をクライエン トヘ活かそ うとい う信念へ至る。
心理臨床家の,気がかりな応答に対する経験の
構造を図1に示すc
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本研究の臨床的意義
気がかりな応答が生起・認識されうる状況が示
されたことにより,心理面接場面で気がかりな応
答が生起したことに心理臨床家が気づくきっかけ
となるのではないだろうか。気がかりな応答はク
ライエントにとつてはないほうがいいが,決して
なくなることはないと考えられる。本研究の知見
は心理臨床家が自らの気がかりな応答を再認識す
る一助になるのではないだろうか。また,今後気
がかりな応答を行つた場合どうしていくのか,気
がかりな応答について考える一助となるのではな
いだろうか。
本研究の限界や課題
本研究では問題解決型のセラピス トを対象に気
がかりな応答をどのように経験 しているのかイン:
タビューを行つた。今後は人間成長型の立場に立
つ心理臨床家を対象にすることが課題となつてく
るだろう。また,本研究では,臨床経験が5年以
上の心理臨床家を対象としたが,今後は臨床経験
の浅い心理臨床家, さらに経験を積んだ心理臨床
家を対象に調査していくことが課題となると考え
られる。
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